
2024［令和６年］

№588

広報紙をスマホなどで
閲覧できます

９月15日　恵比須神社例大祭

11月号



2024.11 広報ふるびら2

　９月11日に開会した第３回定例会で、町長が『行

政報告』、教育長が『教育行政報告』を行いました。

行政報告
１ 道の駅ふるびら「たらこミュー

ジアム」等について
　令和５年度からの継続事業で実

施している道の駅ふるびら「たら

こミュージアム」の整備状況につきましては、現

在、外壁のタイル張りなど建物外周部の工事を終

えたところであります。今後は、12月の工期末に

向けて、水廻りなどの衛生設備や厨房機器等の設

置及び調整を予定しております。また、「ふるび

ら150年広場」につきましては、大型遊具の大部

分が設置済みであるなど、10月の工期末に向けて

順調に進捗しております。

　一方、「たらこミュージアム」の運営に関する

準備状況としましては、指定管理候補者である株

式会社ＴＡＩＳＨＩと協議の上、同ミュージアム

の基本コンセプトを「目的地化された誘客拠点」

と定め、以下の３点について実施したところであ

ります。①７月10～11日の２日間、同社と町内17

事業者を訪問し、農水産物資源の賦存量や未利用

資源などの調査の実施。②水産加工業者を対象と

した説明会を開催し、新商品開発への協力依頼と

仕入れ等に関する具体的な協議の実施。③積丹半

島へ訪れる観光客等の消費ニーズを把握するため、

８月10日、東しゃこたん漁協生産部直売所前や積

丹町神威岬などにおいて、アンケート調査の実施。

215人から回答を得たところであります。令和７

年春の開業に向けて、引き続き、新商品開発や物

販品の選定など各種準備を進めて参ります。

２ 未来を担うローカルスタートアップ発掘・育
成事業について

　「ローカルビジネス」の展開を通じて地域の活

性化や担い手不足の解消等を目指す本事業は、３

年間を一区切りとして実施いたします。１年目の

今年度は、町と協力しながら事業を進める委託業

者の選定から始めたところであり、６月３日に公

募を開始したところ、３社からの応募がありまし

た。選考委員会によるプロポーザル方式の結果、

東京都に本社を置く「株式会社ジェイアール東日

本企画」を選考し、７月10日に同社と委託契約を

締結いたしました。

　今後は、その委託会社と連携し、首都圏から

ローカルビジネスに関心のある人材を確保するた

め、同社が開催するイベントを通じて人材発掘を

進めて参ります。また、今後設立予定の「まちづ

くり会社」が実施するローカルビジネスの方向性

等についても検討を行うため、町内事業者や地域

おこし協力隊員との意見交換を予定しております。

３ 表彰式について
　開町記念日である９月４日に令和６年度古平町

表彰式を挙行し、町政に寄与された功労者等を表

彰いたしました。今年度の被表彰者は５人で、７

月22日に表彰審議委員会へ諮問し、その答申に基

づき決定したところであります。功労者は社会教

育委員を12年務め、社会教育の振興と生涯学習の

推進に貢献された八戸幸治氏（浜一）であります。

功績者は、放課後児童クラブである「一期倶楽部」

を自ら運営し、児童福祉の向上に寄与された笠原

美雪氏（浜一）、他に障がい者の自立した地域生

活の実現に貢献された、古平福祉会に勤務されて

いる八幡修真氏、佐藤芳江氏及び鈴木智哉氏の３

人であります。

　式には、５人のうち４人が出席し、（私から）

表彰状と記念品を贈呈いたしました。なお、今回

の式典から再び、コロナ前ほどではありませんが、

来賓を招待し、関係者で祝ったところであります。  

４ 定額減税調整給付金等について
　国の総合経済対策の一環である「令和６年分所

得税及び住民税の定額減税又はその減税に対する

調整給付金」については、８月７日にプッシュ方式

で418人に対して、合計1,754万円を支給したところ

であります。この事業は、対象者それぞれの個人

住民税や所得税から、それぞれの減税額を控除し、

控除しきれなかった額が発生した場合に「調整給

付金」として支給するものです。今回の支給以外

に、役場で新たに口座情報の登録が必要な方など、

確認書の提出を要する方が50人余りおりますので、

その方々につきましては、今定例会に提出しており

ます補正予算の議決後に、順次、支給して参ります。

　また、新たに令和６年から住民税が非課税又は

均等割のみが課税となった世帯に対する「低所得

者支援給付金」については、同様に８月７日にプッ

シュ方式で、１世帯当たり７万円を支給したとこ

ろであります。

５ こどもホーム（子ども第三の居場所）について
　令和６年２月に開所した「こどもホーム」は現

在、28人の児童が登録しており、平日は17人程度

が利用しております。初めての長期休業であった

夏休みには、常時15人程度が通所し、一番多い日

には開設時の想定を大きく上回る23人の日もあり

ました。

　施設の運営に当たっては、「児童が学校から帰

宅後に、孤立することなく、居場所があること」

を目的としています。通常時は、下校後に「おか

えり」で迎え、４人のスタッフが、宿題等のサポー

ト、屋内外での遊びや活動を通じて、生活面及び

令和６年
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学習面での支援を行っております。８月７日には、

17人の児童が、Ｂ＆Ｇ財団が砂川市で主催した「水

辺の活動イベント」に参加し、サップやカヌー体

験など、日常ではなかなか味わえない体験をした

ところであります。今後も同財団の協力を得なが

ら、他市町村の第三の居場所との交流等、児童の

健全な発展に資するような取り組みを行って参り

たいと考えております。

６ 新型コロナウイルス感染予防対策について
　新型コロナウイルスについては、皆さんもご承

知の通り、昨年５月から感染症法上の位置付けが

第５類に変更となり、医療提供体制が、行政の関

与する特別な対応から、幅広い医療機関による通

常対応へ移行したところであります。

　また、新型コロナワクチンについては、これまで

特定臨時接種として全額国費による無料接種であ

りましたが、今秋からは重症化を予防する定期接種

となります。対象者は65歳以上、及び60～64歳で基

礎疾患（心臓、腎臓、呼吸器等）を有する方となり、

一部自己負担が発生することとなります。本町では

当初、インフルエンザの予防接種と同額の600円で

検討しておりましたが、他の北後志４町村の額を勘

案の上、1,000円とするよう準備しております。今

後も余市医師会の協力の下、北後志５町村が連携

してスムーズな接種体制を確保いたしますので、何

卒ご理解願います。なお、接種は全国の医療機関

で可能ですが、北後志以外の場合は、一旦、１万５

千円程度を負担していただき、自己負担額を差し引

いた額を後日、償還払いすることとなります。

７ 熱中症対策について 
　熱中症による健康被害を防止するため、７月30

日、冷房設備が完備されている本複合施設（地域

交流センター部分）を「クーリングシェルター（指

定暑熱避難施設）」に指定いたしました。これは、

気候変動適応法第21条に基づくもので、熱中症警

戒アラートが発令された際に、町民の皆さんが一

時避難することを想定して指定したものでありま

す。一方、同法に基づかない「涼み処（独自避難

施設）」として、７月30日に古平福祉会法人本部（新

地町）と図書館を、８月20日には、古平郵便局と

古平浜町郵便局からの申し出により両施設を追加

指定したところであります。今夏は８月末までに

後志管内に熱中症警戒アラートが発令されなかっ

たため、クーリングシェルターの開放は行いませ

んでしたが、今後に向けてそれぞれの施設が指定

施設であることを、町民の皆さんに理解してもら

うよう周知して参ります。

　また、６月28日から８月29日までの期間で、食

中毒警報が９回発令され、時間にすると延べ1,056

時間でありました。

８ 敬老会について  
　老人週間の行事の一環として、９月６日、令和

６年度古平町敬老会を本複合施設・大ホールで挙

行いたしました。出席対象者は、９月１日現在、

数え年77歳以上の694人で、そのうち66人が元気

に出席してくれました。77歳以上の全ての方に出

席を呼びかけるのは、コロナ前の令和元年度以来

で５年ぶりでありました。会では、飲食は行いま

せんでしたが、出席者はジャグリングパフォーマ

ンスや三味線・民謡などを、久々に再会する友人

らと一緒に楽しんでおられました。

　今年度の最高齢者は、出席はされませんでした

が、103歳の大和田エイさん（浜五）で、祝100

歳紀寿になられるのは、村本政次郎さん（旭町）、

本間シヅヱさん（浜三）及び福井のふ子さん（銀座）

の３人です。なお、竹本美代子さん（入船）につ

きましては、大変残念ではありますが、８月18日

にご逝去されましたので、ご遺族へ弔慰金を贈ら

せていただいております。

９ 地域医療の推進及び介護医療院について 
　国は現在、医療ＤＸを強力に推進しており、令

和５年４月には原則、全ての医療機関・薬局での

オンライン資格確認を義務付けしたところであり

ます。さらに、令和７年３月までには、そのオンラ

イン資格を導入した全ての医療機関・薬局に対し

て、電子処方箋の導入も促しているところであり

ます。本診療所は、既にオンライン資格確認が対

応済であることから、電子処方箋を次の理由から

導入することといたしました。患者側にとっては、

重複投薬や飲み合わせの悪い薬の処方を容易に防

ぐことが可能となること、紙での処方箋の受け取

りが不要となるため、待ち時間の削減が図られる

こと。診療所側にとっては、受付や支払いの事務

コストの削減に繋がること、導入によって診療報

酬の加算が得られ、財源面でのメリットがあること。

　一方、診療所及び介護医療院では、施設の最低

基準は満たしておりますが、恒常的に看護師が不

足している状態にあります。そのため、これまで

のハローワークや町ホームページでの募集に加え、

有料での人材紹介サービスを利用して、人材確保

を図りたいと考えております。電子処方箋及び人

材紹介サービスについては、後程、関連する経費

について補正予算をご提案いたしますので、上程

の際にはよろしくご審議の上、ご決定賜りますよ

うお願い申し上げます。

　介護医療院については、８月末現在、18人が入

所され満床となっております。男性３人、女性４

人が入所待ちの状態であります。本医療院は、他

の医療機関や介護施設等で敬遠されるような重度

療養者の受け入れを積極的に行う方針であること

から、「ここであれば受け入れてくれる」「終の住

処となる」と地域から必要とされる施設となるよ

う、今後も運営して参ります。
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10 鳥獣被害防止対策について 
　本町のヒグマやエゾシカなどに対する鳥獣対策

は、猟友会古平分区の協力を得ながら進めている

ところであります。今後もその協力は、必要不可

欠であることから、ヒグマ出没時等の業務負担の

大きさやリスク、銃弾等の資材高騰に対応すべく、

同分区と出動時の報酬額について見直し協議を重

ねて参りました。この度、他市町村の状況等を踏

まえ、協議がまとまりましたので、後程、関連す

る議案をご提案いたします。上程の際には、よろ

しくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し

上げます。

11 新規漁業就業者支援事業について
　本事業は、漁業の担い手確保を目的として、漁

業研修に係る費用や漁具等の購入に要する経費に

対して支援しております。令和６年度は新たに、

２人からの申請があったところであり、令和４年

度の事業開始以来、４人の新規就業に繋がってお

ります。なお、４人は全て浅海漁業者であります。 

　浜の活力再生のため、引き続き、新たな漁業従

事者の確保に向けて支援を継続して参ります。

12 �プレミアム商品券発行支援事業（第２弾）に
ついて

　古平町商工会が発行し、６月に販売したプレミ

アム率20％のプレミアム商品券については、既に

補助金事業として支援しておりますが、新たに10

月末に販売を計画しているプレミアム率30％の同

商品券（第２弾）に対しても、補助する予定であ

ります。疲弊する地域経済の振興策として、商工

会からの要望に応えるものですが、依然として続

いている物価高騰の影響を受ける町民生活支援策

としても有効であると考え、決定したところであ

ります。

　後程、関連する経費につきまして補正予算をご

提案いたしますので、上程の際にはよろしくご審

議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

13 ふるさと納税について
　令和６年度の８月末までの寄付状況は、寄付件

数が6,986件（対前年比97.8％）、寄付額は8,105

万円（同104.3％）となっております。今後につ

きましては、各ポータルサイトのページ更新や新

たな返礼品の追加はもちろんのこと、ふるさと納

税を通じて「本町を知ってもらう」「関係人口を

増加させる」取り組みに重点を置きたいと考えて

おります。そのため、既に７月14日には、ふるさ

と納税のＰＲに限ったものではありませんが、本

町の知名度を向上させる事業の一つとして、テレ

ビ放送に併せて、関東圏で新聞折込チラシを配布

したところであります。ふるさと納税が繁忙期に

なる年末に向けて、本町の魅力発信を任務とする

地域おこし協力隊員と連携し、ＳＮＳを活用して

の情報発信にも努めて参ります。

教育行政報告
１ 学校教育活動等について
　小中学校とも７月25日から８月

21日まで28日間の夏季休業を終え、

22日に２学期をスタートしており

ます。

　小学校及び中学校のエアコン設置工事について

は、前回報告のとおり両校で７月１日に稼働を開

始しております。小学校では工事が完成し、引き

渡しを終えました。中学校では現在製作中の新

キュービクルの納品を11月末に予定、その取り替

えの際校舎の電気供給を全面停止する必要性から

12月の冬季休業中に取り替え設置することで進め

ております。（契約時の工期に変更はありません。

小～R6.7.31、中～R7.1.31）

　教室にエアコンが入ったことで、子どもたちの

反応を知りたく中学校に聞いてみました。生徒の

声その１「今まで暑かったが、エアコンがついて

からは授業に集中できるようになった。」、その

２「涼しくて、たまに寒い時もあるけど、授業に

集中できています。」、その３「暑い日に自転車で

登校した時や、体育があった時にエアコンがつい

ていると快適です。」、その４「涼しく、集中して

授業を受けられますが、教室の扉を締め切ると二

酸化炭素濃度が上がるので、換気をしてほしい。」。

また、教師からは「職員においても、職員室の快

適性向上、夏季休業中の業務効率の上昇など大き

な効果を感じています。」との感想をいただきま

した。

　教師用パソコン購入事業については、８月14日

から16日に掛けて小学校に20台、中学校に15台入

れ換え設置を終了しました。（教職員数　小学校

18人、中学校13人）

　中体連関係です。バドミントン部、バレーボー

ル部、野球部（中学生向け軟式野球クラブチーム

「ブルータス」の一員として参加）、水泳個人、剣

道個人が６、７月に開催された後志大会に出場し

ましたが、残念ながら皆、善戦及ばず全道大会へ

の切符を逃しております。

　８月６日全日本吹奏楽コンクール北海道予選札

幌地区大会が札幌市で開催され、古中吹奏楽部は

Ｃ編成の部に出場、今年も見事「銀賞」を獲得し

ました。４年連続の銀賞です。

２ 中学校の教科書採択について
　令和７年度から使用する中学校の教科書につい

て、その前年にあたる今年８月31日までに、後志

管内19町村で構成する第４地区教科書採択教育委

員会協議会で協議し採択すべき教科書を決定、そ

の後各町村教育委員会で採択することになってお

ります。

　３回の協議会と２回の調査委員会を経て８月８
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日に協議会で決定され、当町においては８月26日

開催の教育委員会議で採択いたしました。

　採択理由などにつきましては、教育委員会事務

室で令和11年３月31日まで閲覧できるようにして

おり、町民の皆様には近日中に町ホームページで

お知らせいたします。

３ 学校給食について
　ご承知のとおり当町の学校給食は100％古平産

米を使用しております。全国的な米価や資材費等

の高騰により、給食提供への影響を危惧しており

ましたが、生産者の方々や新おたる農協のご協力

を得て、令和６年古平産米の給食提供が可能とな

りました。

　９月中に契約締結を済ませ、10月には新米とし

て給食提供する予定です。

　給食センターでは、衛生知識の取得・再確認を

通して引き続き衛生管理を徹底し、安全で安心な

学校給食の提供に努めてまいります。

４　生涯学習・スポーツについて
　クロール25ｍ泳げない子を対象にした「小学生

の水泳教室」を６月20、24、25日に海洋センター

プールで開催、延べ51人（平均17人／日）が参加

して練習しました。学校の授業に向けて、水泳の

基礎と楽しさを学習しております。

　また、プールでの熱中症対策として今年度プー

ル室に小型の救護室を設置して、室内にエアコン、

扇風機、救護ベッド及びベンチを配備いたしまし

た。助成元のＢ＆Ｇ財団常務理事が来町、６月24

日に配備式を行いました。

　７月７日には「Ｂ＆Ｇ北海道ブロック・スポー

ツ交流交歓会剣道の部」を海洋センターアリーナ

で開催、全道各地の７市町（海洋センター所在地、

輪番制）から小学生19人、中学生15人、合わせて

34人の剣士が集合、個人戦、団体戦に日頃の練習

成果を発揮していました。名寄市風連チームが団

体戦で優勝しております。

　高齢者教室たけなわ学級は、第３回を７月23日

に開催、４人が参加して、講師に小樽職人の会の

片桐尉晶（やすあき）氏（風土計画舎代表、旧片

桐仏壇店）を迎え「金箔貼りのオリジナル箸作り」

を実施しました。第４回は８月28日に町外視察研

修で恵庭市に出向きサッポロビール北海道工場や

道と川の駅 花ロードえにわ を見学、22人が参加

しております。

　古平町図書館の利用状況についてです。今年度

実績は８月末日時点で、延べ貸出者数420人（昨

年同期409人）、貸出冊数1,341冊（同1,534冊）、

来館者数6,460人（同6,120人）です。また、累

計の図書館利用カード作成者は309人（同262人）、

蔵書数は15,391冊（同14,191冊）となっておりま

す。たくさんのご利用、誠にありがとうございま

す。

　町民皆様の健康づくりの習慣付けを狙いとした

健幸ポイント事業については、本年度も５月１日

から開始、前回の報告（６月７日時点49人)から

２人増えて、８月末日時点51人の方が登録し参加

されております。今後もイベント等で事業周知を

図りながら、取り組んでまいります。

第３回定例会で審議された案件

　第３回定例会では、次の案件が審議されました。

＜議案第30号＞　� ＜原案可決＞

令和６年度古平町一般会計補正予算（第２号）

　現行予算に4,069万９千円を増額し、予算総額

を39億0,391万７千円とするものです。

＜議案第31号＞　� ＜原案可決＞

令和６年度古平町立診療所運営事業特別会計補正

予算（第１号）

　現行予算に303万８千円を増額し、予算総額を

１億0,243万８千円とするものです。

＜議案第32号＞　� 　＜原案可決＞

特別職で非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例案

　特別職で非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例を制定することに

ついて、議決を求めるものです。

＜議案第33号＞　� ＜原案可決＞

北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更につい

て

　地方自治法第291条の３第１項の規定により、

北海道後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正

することについて、議決を求めるものです。

＜報告第３号＞　� 　＜承認＞

令和５年度決算に基づく健全化判断比率について

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３

条第１項の規定により、健全化判断比率を議会に

報告するものです。

＜報告第４号＞　� 　＜承認＞

令和５年度決算に基づく資金不足比率について

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22

条第１項の規定により、資金不足比率を議会に報

告するものです。

＜同意２号＞　� ＜原案同意＞

古平町教育委員会委員の任命について

　古平町教育委員会委員として、菊地修二氏を再

任するために、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４条第２項の規定により、議会の同意

を求めるものです。

＜認定第１号＞� ＜原案認定＞

令和５年度古平町各会計歳入歳出決算の認定につ

いて

　令和５年度歳入歳出決算を地方自治法第233条第

２項の規定に基づき議会の認定に付するものです。
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　冬が近づき、少しずつ寒さを感じる季節になってきました。寒さが本格化する前に体を冷えから守る

対策を始めましょう。今回は体の芯からぽかぽか温まる食材やレシピをお伝えします。

　■冬が旬の野菜⇒にんじん、かぼちゃ、ごぼう、れんこん、ほうれん草など
　　　特に根菜類には体温を維持する働きがあるミネラルが多く含まれています。

　■発酵食品⇒納豆、味噌、醤油、チーズ、キムチなど
　　　発酵食品に含まれる酵素やビタミンＢ群は代謝や血行を促進する働きがあります。

　■ビタミンＥを含む食材⇒ナッツ類、アボカドなど
　　　ビタミンＥには末梢神経の血行を改善する働きがあるため手足の冷え性に効果的です。

　■香味野菜⇒しょうがなど
　　　しょうがに含まれる「シンゲロール」「ショウガオール」という辛み成分によって体を温めます。

すこやかふるびら 11 月

[材料(４人分)]

かぼちゃ…1/8玉（250g）	 みりん…大さじ１

ごま油…小さじ１	 	 みそ…大さじ２

鶏ひき肉…80ｇ	 	 おろししょうが…小さじ１

酒…大さじ１	 	 白すりごま…大さじ１　

だし汁…600ml

[作り方]
①かぼちゃはスプーンで種とわたを取りのぞき、３～４cm大に切る。

②�鍋にごま油を入れ中火で熱し、鶏ひき肉、酒を加えて炒める。色が変わってきたらかぼちゃを加

えてさっと炒め合わせる。

③�だし汁、みりん、しょうがを加え、沸騰したら蓋をして弱火で５～７分、かぼちゃが柔らかくな

るまで煮る。（アクがでたら都度取り除く）火を止めてみそを溶き、すりごまを入れて完成。

かぼちゃとひき肉のごま味噌汁

11月の予定
日　　時 場　所 内　　　　　容

6日(水) 9:30～ 複合施設 かなえーる 西部お達者クラブ

12日(火) 13:00～ ふるびら温泉 健康相談

20日(水) 9:30～ 複合施設 かなえーる 浜町お達者クラブ

28日(木) 14:00～ 倶知安保健所 こころの健康相談　
※予約3日前まで　☎0136-23-1957
お問い合わせ：倶知安保健所
　　　　　　　健康推進課 健康支援係

◇お問い合わせ先　保健福祉課健康推進係　☎0135-48-9839(内線133･134)
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　古平町立診療所では、４月からレントゲン検査日が毎週火曜日と木曜日に拡大したこと
に伴い、健康診断受診が可能な日が増えました。

　診療所で可能な健康診断は下記のとおりです。事前にお電話をお願いします。

◎特定健診・後期高齢者健診
対 象 者　　①40歳以上の国民健康保険加入者

　　　　　　②後期高齢医療保険加入者

　　　　　　③40歳以上の生活保護を受給されている方

　　　　　　④40～74歳の協会けんぽ等の被扶養者（ご家族）の方

健診内容　問診・身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査　等

　　　　　※医師の判断により心電図検査・貧血検査も実施する場合があります。

健診料金　①～②600円、③無料、④健診費用から7,150円引いた金額

持 ち 物　健康保険証・健診料金・①～③特定健診等お知らせのはがき

　　　　　④受診券（セット券）

◎船員手帳の健康証明書
対 象 者　船員として雇用されている方または雇用される予約のある方

健診内容　�問診・身体測定・運動機能・視力・握力・聴力・検尿・血圧測定・胸部エックス線・肺活量　等

　　　　　※血液検査・検便・心電図は35歳未満の方は省略可能です。

　　　　　※健診当日に手帳の交付はできませんので、後日ご来院ください。

◎一般健診
対 象 者　企業で雇用されている方または雇用される予約のある方

健診内容　雇用先に必要項目を確認してください。

　　　　　※健診当日に結果の交付はできませんので、後日ご来院ください。郵送も可能です。

◎がん検診
対 象 者　40歳以上の町民

検診内容　大腸がん検診・肺がん健診

検診料金　大腸がん検診 600円

　　　　　(生活保護の方は無料です。)

　　　　　※肺がん検診は無料です。

◇お問い合わせ先　古平町立診療所　海のまちクリニック　☎0135-42-2135（担当：人見・本間・齊藤）

健康診断について

海のまちクリニック通信

発熱(風邪症状）外来情報 
9月 前月増減

発熱(風邪症状)外来受診者 31 △ 2

新型コロナウイルス 11 △ 4

インフルエンザＡ 0 0

インフルエンザＢ 0 0

溶連菌 1 1

ノロウイルス 0 0

※みなし陽性含
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５名が表彰
令和6年度古平町表彰式

古平町の開町記念日である９月４日、町の発展に寄
与した功労者と功績者を表彰する「令和６年度古平町
表彰式」が複合施設かなえーるで行われました。
今回功労者として表彰されたのは、社会教育委員を
12年以上務めた八

はちのへ

戸幸
こ う じ

治さんです。
功績者として表彰されたのは、社会福祉関係の職に
15年以上従事している、笠

かさはら

原美
み ゆ き

雪さん、八
や は た

幡修
しゅうま

真さん、
佐
さ と う

藤芳
よ し え

江さん、鈴
す ず き

木智
とも

哉
や

さんの４名です。

５年ぶりに77歳以上を招待
令和6年度古平町敬老会

敬老会が複合施設かなえーるで行われました。５年
ぶりに77歳以上の方々を招待し、66名の方々が出席
しました。
会では成田町長が「皆様の元気な姿を拝見でき、大
変嬉しく思います。」と挨拶し、喜寿以上の方に記念

品が贈呈されました。
記念講演として「ジャグリ
ング」「三味線演奏」が行われ、
出席された皆さんは、楽しいひ
とときを過ごしていました。

9/4

9/6

㊧から鈴木智哉さん、笠原美雪さん、成田町長、堀議長、
八戸幸治さん、佐藤芳江さん　　※記念撮影は出席者のみです。

本
ほん

間
ま

シヅエさん 福
ふく

井
い

のふ子さん 村
むら

本
もと

政
まさ

次
じ

郎
ろう

さん

今年紀寿の３名

町内会名 年齢 氏名 番付 氏名 年齢 町内会名
浜五 103 大和田ヱイ 横綱 木村　トミ 101 旭
銀座 100 福井のふ子 張横 村本政次郎 99 旭
浜三 99 本間シヅヱ 大関 坂田　靜子 98 浜三
港町 97 石塚ミツヱ 張大 笠井　トシ 97 本町
旭 97 太田　静江 関脇 本間トシヱ 97 入船
新地 97 安澤　靜子 小結 岩谷　トシ 97 新地
浜五 97 中村　スワ 前頭 藤枝　イヨ 97 浜五
浜三 96 竹谷　信一 前頭二 佐藤　芳子 96 新地
港町 96 夲間　トキ 前頭三 本間　継喜 96 旭
旭 95 吉野　浩次 前頭四 荻原　京子 95 銀座
沖 95 澤田　勇一 前頭五 池端フジ子 95 浜五
浜三 95 小林　幸司 前頭六 磯田　敬子 95 本町
丸山 95 金子トモ子 前頭七 岩崎　武子 95 港町
丸山 95 大保　清子 前頭八 小野寺　博 94 銀座
本町 94 髙橋　　髙 前頭九 山田スミ子 94 新地
旭 94 前川　美枝 前頭十 長田　タエ 94 入船
沢江 94 渡部　サツ 前頭十一 山貝　トミ 94 本町
沖 94 山城　キサ 前頭十二 荒関　ハナ 94 旭
浜三 94 打越　春子 前頭十三 吉田　末吉 94 沢江
浜三 94 村上　勁子 前頭十四 岩井　礼子 94 港町
泥の木 94 永井　スミ 前頭十五 横川八重子 94 港町
港町 93 平尾　英子 前頭十六 吉田　ヱツ 93 沢江
旭 93 相良　京子 前頭十七 福嶋　澄子 93 港町
新地 93 山野　サキ 前頭十八 臼杵ミツ子 93 浜一
あけぼの 93 横濱　幸夫 前頭十九 成田　カネ 93 浜三

（注）年齢は満年齢� 令和６年９月６日現在

高　齢　者　番　付　表東 西
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大きな声援鳴り響く
幼児センター運動会

幼児センター運動会がB&G海洋センターで行われ、
かけっこや遊戯など、園児たちは元気いっぱい頑張っ
ていました。親子競技では、保護者と一緒にとても楽
しそうに行っていました。紅白リレーでは、会場から
の声援や拍手が鳴り響き、盛り上がっていました。
親子競技では紅組が２勝、紅白リレーでは白組が勝
利、綱引きでは白組が２勝し、２対３で白組の勝利と
なりました。

秋の収穫を楽しむ
幼児センター収穫祭

幼児センターで収穫祭が行われました。それぞれの
クラスで育て、収穫したじゃがいも、人参、玉ねぎを
たいよう、つき、にじ組の園児たちが「洗う」「皮むき」
「切る」などの作業を分担。切った食材は、給食のカ
レーライスとなりました。
たいよう組の新

にいおか

岡暖
だん

くんは「玉ねぎが目にしみて痛
くなったけど、楽しかった！」と話してくれました。

ウニの人工授精
古平小学校・小樽水産高校合同実習

小樽水産高校古平栽培漁業実習場で古平小学校４年
生と小樽水産高校２年生が「ウニの人工授精」の合同
実習を行いました。
ウニの構造などの説明後、ウニを割って薬剤を注ぎ
込み、精子と卵子を取り出し受精させました。顕微鏡
を使って受精卵ができる様子がモニターに映し出され
ると、児童たちは真剣に見ていました。実習後の感想
では、「ウニの色々なことが知れた。」などの意見があ
りました。

仲間を救う心肺蘇生法
古平消防PPV訓練

火災建物内で活動中の消防隊員が何らかの理由によ
り心肺停止状態に陥った場合を想定し、防火衣着装中
の消防隊員に対する心肺蘇生法の訓練が行われまし
た。訓練では、別の消防隊員２名が救出するために火
災建物内に進入し、隊員を屋外へ搬送、心肺蘇生を行
い救急隊に引き継ぐなど様々なパターンを行いまし
た。

9/7

9/18

9/18

9/20
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たくさん採れたよ
こどもホーム　じゃがいも収穫祭

こどもホームで６月初旬に植えたじゃがいもの収穫
祭が行われました。この日出席した17名の児童たち
は軍手を履き、掘り起こされた土の中からじゃがいも
を収穫。大きなものから、小さなものまで、中サイズ
のダンボール２箱分のじゃがいもが収穫できました。
　「どんな料理が食べたい？」と質問すると、「ポテト
サラダ」「フライドポテト」と元気よく答えてくれま
した。

9/25

今年のテーマは「活気」
古平中学校学校祭

自ら考え、自ら行動することを目標に活動し、ステ
ップアップさせ、活気があふれる学校にしたいという
思いを込めた「活気」をテーマに古中祭が開催されま
した。
学年ごとのステージ発表、吹奏楽部の演奏、有志ス
テージでは３組が歌やダンスを披露し、最後は全校合
唱が行われました。
エンディングでは実行委員11名が感想を述べ、幕
を閉じました。

9/28

みんなでお泊り
第3回少年少女わんぱく王国

少年少女わんぱく王国の「B＆Gキャンプ」がB&G
海洋センターで開催され、小学生10名が参加しまし
た。夕食は火を起こすところから自分たちで行い、カ
レーライスとフルーツ白玉を作り、夕食後は花火を行
いました。
起床後は朝食に焼きそばとフルーツミックスを作
り、食後はプールでカヌーなどのレクリエーションを
行い楽しんでいました。終わったあとは「また来年も
参加したい！」という感想が多くありました。

9/28-29

秋の自然を感じる
幼児センター栗拾い

9/30

幼児センターの園児たちが、御崎町の長
お さ だ

田タニエさ
んのご厚意で畑に栗拾いに行きました。園児たちはイ
ガに気を付けながら、地面に落ちた栗を夢中で拾って
いました。収穫した栗は、茹でておやつの時間に美味
しくいただき、季節の良さを体全体で感じることがで
きました。
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　函館市より単身赴任で参りました重平広也と申します。

　古平町の印象は、９歳から育った実家のある港町と似ており、山、

海がきれいで親しみを感じます。

　診療所と介護医療院での勤務経験を活かし、初心と謙虚を忘れず

に、精一杯ご利用者様のために励みたいと考えております。

　趣味はＤＩＹです。電気工具が好きで、ウッドデッキなど作りました。

　何卒よろしくお願いいたします。

町職員関係の新採用
10
月
１
日
付

介
護
医
療
院　
看
護
係

兼　
町
立
診
療
所　
看
護
係

重し
げ
平ひ
ら

　
広ひ
ろ
也や

�

（
函
館
市
出
身
）

　古平町図書館では、読書すること以外にもできることが多くあります。今回は、読書以外での図書館

の利用方法を紹介します。

視聴覚室１，２
　図書館横にある視聴覚室では、読書はもちろん調べもの、勉強、ボードゲームのほか電子機器の充電

ができます。

〇ボードゲーム

　絵本の棚に、「ブロックス」「マンカラ」など計18種類配

置しています。

〇充電

　タイプＡ，Ｂ，Ｃに対応。視聴覚室２に設置しています。

館内のパソコン
〇ＥＬＤＢアカデミック

　新聞・雑誌検索が行えるデータベースです。約4,500万件の記事

の中から検索・閲覧・印刷ができます。記事を印刷したいときは、

職員にお声がけください。

〇サピエ

　視覚障がい者及び視覚による表現の認識が困難な方々に対して点

字、デイジー（音声）データをはじめ、暮らしに密着した地域・生

活情報などさまざまな情報を提供するネットワークです。利用したいときは職員にお声がけください。

その他
〇リクエスト

　図書館においてほしい本をリクエストすることができます。

〇予約

　借りたい本がすでに貸出されていた時、次に借りれるための予約をすることができます。

本の海より ～図書館でできること～

古平町図書館　複合施設「かなえーる」２階
開 館 日：火～日　10：00～18：00、祝日　10：00～17：00
閉 館 日：月、年末年始（12月31日～翌年１月５日）、蔵書点検期間
貸出期間：２週間　　貸出冊数：一人15冊まで（図書と雑誌を合わせて）
そ の 他 ： 新聞記事検索やボードゲーム、電子機器の充電もできます。
お問い合わせ先：教育委員会図書係　☎0135－42－2590（内線144）
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小学生アスリートたち、野球連覇＆全国大会出場！
古平・仁木合同野球スポーツ少年団　2大会連続優勝

　古平・仁木合同野球スポーツ少年

団が９月21、22日小樽市で行われた

「第54回第三ブロック子供会親睦野

球大会」の決勝戦で北小樽ビースト

を13対０で破り、優勝しました。

　また、９月28、29日に俱知安町で

行われた「第１回グランツカップ争

奪学童軟式野球大会」でも決勝戦で

余市沢町地区野球スポーツ少年団を

３対０で破り、優勝しました。この

大会で越
え ち ご

後壱
いっせい

星くんが最優秀選手賞、

細
ほそかわ

川直
な お き

暉くんが打撃賞で表彰されま

した。

空手で全国大会へ
　本

ほ ん ま あ い な

間愛那さんが７月21日に江別市

で行われた「第７回北海道極真カッ

プ空手道選手権大会」で優勝し、全

国大会への出場が決定しました！

　全国大会は来年６月大阪府で行わ

れます。

★愛那さんより大会へ向けて一言
　「空手を始めて４年。自分が目指

す以上のところまでこれたので頑

張ってきて良かったです。今は大会

で良い成績をとれるように頑張って

います！」

　越
えちぜん

善琉
る い

海くんが９月14、15日に札

幌市で行われた「なの花薬局カップ 

第43回北海道小学生バドミントン大

会」６年生以下男子ダブルスで３位

の成績をおさめ、全国大会への出場

が決定しました！

　全国大会は12月24日より兵庫県で

行われます。

★琉海くんより大会へ向けて一言
　「念願の全国大会で１勝でも多く勝

てるように頑張りたいと思います！」

バドミントンで全国大会へ

細川直暉くん・越後壱星くん
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　古平町の協力隊に就任し、早くも半年が経過しました。

最初の３ヶ月では、町内の方々への挨拶回りや協力隊とし

ての下地作りで忙しく過ごさせていただきました。現在は

多くの町内イベントのお手伝いをさせていただいておりま

す。町内の高齢者を対象とした「百歳体操」では、恒例

の体操の後に道具を使ったレクリエーション（バッゴーや

風船遊び）を定期的に実践しております。（写真はバッゴー

の様子。バッゴーとはアメリカ発祥のスポーツで、お手玉

のようなボールを的に向かって点数を競うスポーツです。）

　ほかにも、「ミニ縁日」という新企画も

始めました。「ミニ縁日」の目的は２つあ

ります。１つ目は町民同士の交流促進や地

域おこし協力隊と町民の接点を作ること

です。２つ目は町民の方との交流を通し

て、普段の生活で困っていることを把握す

る“お悩み相談室”のような役割です。今

後も定期的な開催を通して皆さんのお困り

ごとやニーズを汲み取り、協力隊として活

動に反映していきたいと思います。

～古平に生まれてきてくれて　ありがとう～

８月1２日生まれ　干
ほしば

場　達
たつき

稀ちゃん

９月に椅子を贈呈したお子さん

８月1日生まれ　岸
きしもと

本　悠
ゆずき

寿ちゃん

その他１名

新生児祝品贈呈

地域おこし協力隊通信 VOL.10

「地域おこし協力隊」　道
どう

言
ごん

 栄
え い た

太 隊員の活動寄稿文を紹介します。

～古平町での半年を振り返り～

◇お問い合わせ先　町民課社会福祉係　☎0135-48-9838（内線126）

◇お問い合わせ先　企画課企画防災係　☎0135-48-9836（内線222・224）
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各種自衛官を募集します

　自衛隊では、18歳～32歳までの方を募集してい

ます。車両、船、飛行機を扱う仕事から事務や調

理など職種は50種以上あります。

　細部応募資格等については、小樽地域事務所ま

でお問い合わせください。

◇お問い合わせ先

　自衛隊札幌地方協力本部小樽地域事務所

　☎0134-22-5521

11 月の休日当番病院
〇当番病院（午前９時～午後５時）

日 医院名 電話番号

３日（日）よいち整形外科クリニック 0135-48-5000

４日（月）脳神経外科よいち汐風クリニック 0135-21-5566

10日（日）わたなべ内科医院 0135-22-3989

17日（日）北郷耳鼻咽喉科医院 0135-23-5533

23日（土）勝田内科皮フ科クリニック 0135-22-3843

24日（日）中島内科 0135-22-3866

※�余市協会病院には、常時日直の医師がおり急患に
限り診療します。

〇夜間救急病院（※急患に限り診療します。）

医院名 電話番号 診療時間

余市協会病院 0135-23-3126 午後６時～翌日７時

※診療科目　内科、小児科、外科、整形外科

余市警察署だより

冬の交通安全運動の実施

～冬の路面は急変化！　スリップ招く　急ぐ心に

ブレーキを～

　11月13日から11月22日までの10日間、冬の交通

安全運動が実施されます。

○　ドライバーの皆さんへ

　�　交差点や横断歩道近くでは速度を落とし、横

断歩道を横断しようとする歩行者等がいる場合

は、必ず横断歩道の手前で一時停止し、手で合

図（ハンドサイン）をして横断を促しましょう。

　�　また、日陰や橋の上、トンネルなどでは路面

が凍結している場合があり、急ブレーキ、急ハ

ンドル、急発進はスリップの原因となりますの

で注意しましょう。

○　歩行者の皆さんへ

　�　ドライバーから少しでも早く見つけてもらえ

るように、外出するときは明るい色の服装や反

射材を身につけて、自分の存在を目立たせま

しょう。

　�　横断歩道を渡るときは、手をあげる等の合図

（ハンドサイン）をしてドライバーに道路を横

断する意思を伝えましょう。

◇お問い合わせ先

　余市警察署　☎0135-22-0110

「小学生の税に関する」作品展の開催
について

　余市税務署が主催する「小学生の税に関する書

道」の作品の展示を次のとおり行います。

　児童の皆様が税について考え、表現した、元気

あふれる作品を是非ご観賞ください。

　〇会場　古平郵便局（入船町９番地１）

　〇日時　11月８日（金）～11月15日（金）

　　※営業時間　９時～17時（土日祝日を除く）

◇お問い合わせ先

　余市税務署総務課

　☎0135-22-2093（ナビダイヤル２番）

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間のお知らせ

　法務局では、女性の人権についての専用相談

電話「女性の人権ホットライン」を設置してい

ます。夫やパートナーからの暴力、ストーカー

など女性の人権に関する悩みをご相談ください。

　また、11月13日（水）から11月19日（火）ま

では、「全国一斉『女性の人権ホットライン』

強化週間」です。

　期間中は、平日の受付時間を延長し、土曜日・

日曜日も相談に応じます。

女性の人権ホットライン（全国共通ナビダイヤル）
０５７０－０

ゼロナナゼロ

７０－
の

８
ハートライン

１０
◆受付時間　

　平日　午前８時30分～午後５時15分

　　　　（年末年始を除く）

◆強化週間中の受付時間　

　11月13日（水）～15日（金）・18日（月）・19日（火）

　午前８時30分～午後７時

　11月16日（土）・17日（日）

　午前10時～午後５時

◇お問い合わせ先

　札幌法務局人権擁護部

　☎011-709-2311（内線2205）
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琴平神社より本の寄贈

　９月３日、琴平神社より日本各地の祭りや伝統行

事などを紹介している「和祭巡礼画報」が60冊寄

贈されました。この画報には、琴平神社例大祭の「天

狗の火渡り」が紹介されており、「たくさんの子ど

もたちに見てもらたい。」と教育委員会へ寄贈され

ました。寄贈された本は、教育委員会が小・中学校

の図書室、ブック

スタートやおはな

し会で配布します。

町の図書館でも貸

出しをしています。

◇お問い合わせ先

　教育委員会図書係　☎0135-42-2590（内線144）

「北海道原子力防災総合訓練」実施の
お知らせ

　北海道、泊発電所周辺13町村が合同で行う令和

６年度北海道原子力防災総合訓練を次の日時で開

催します。

　当日は午前10時頃に町内各所に設置している

「屋外拡声器」と各家庭や事業所に設置している

「戸別受信機」から訓練放送を実施するとともに

緊急速報メールの配信訓練等を実施する予定です。

・実施日時

　10月31日（木）８時30分～15時30分（予定）

◇お問い合わせ先

　企画課企画防災係　☎0135-48-9836（内線224）

商工会女性部交通安全街頭啓発

　９月25日古平町商

工会女性部主催によ

る交通安全街頭啓発

が５年ぶりに行われ

ました。女性部員な

ど17名が参加し、国

道を通る車に安全運

転を呼びかけました。

漁港会館に救命胴衣

　古平町商工会が事

務所前にある漁港の

安全を考え、救命胴

衣を購入し、漁港会

館に配備しました。

「スローバック」とい

う溺水者の救助に用

いる用具もあります。

◇お問い合わせ先

　古平町商工会　☎0135-42-2377
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恵比須神社例大祭
　9月14～15日、恵比須神社例大祭が開かれました。
　14日の宵宮、15日の本祭には猿田彦を先導に神輿、奴、子供会の山車などが浜町方面を練り歩きました。
　夜には火渡りが行われ、身の丈を大きく超える炎の中を猿田彦、獅子舞などが火の粉を巻き上げな
がら渡っていました。

10月に満１歳になる子どもを紹介します。

おめでとう　はじめてのバースデー
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ん

間ま

　
星せ

凪な

ち
ゃ
ん

�

保
護
者
　 

本
間
　
聖
悟
さ
ん

�

ま
ゆ
さ
ん

�

（
入
船
町
）

コ
メ
ン
ト

お
も
ち
ゃ
で
遊
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好
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す
！

９月の水揚データが
閲覧できます！

■ 数量
163,337.00kg
(前年比74.0％）
■ 金額(税抜)
126,141,786円
(前年比126.6％)

▲詳しくはこちら
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昭あ

き

輝て
る

さ
ん	

83
歳	

9
・
16	

本
　
陣

斉さ
い

藤と
う

　
幸ゆ

き

𠮷よ
し

さ
ん	

61
歳	

9
・
10	

沢
江
町

柳や
な
ぎ
や谷

　
キき

ヱえ

さ
ん	

90
歳	

9
・
16	

あ
け
ぼ
の

佐さ

さ々

木き

修し
ゅ
う
い
ち

一
さ
ん	

74
歳	

9
・
20	

浜
　
三

七な
な

尾お

　
悦え

つ

子こ

さ
ん	

73
歳	

9
・
27	

浜
　
三

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口	2,608人　�（－５）

　男	 1,227人　�（－９）

　女	 1,381人　�（ ４ ）

世帯数	1,631世帯�（ ２ ）

上記のうち

外国人	 57人　�（ ６ ）

　男	 10人　�（ ０ ）

　女	 47人　�（ ６ ）

令和６年９月末日現在
住民基本台帳人口

	

氏
　 

名	

生
年
月
日	

保
護
者	

町
内

吉よ
し

田だ

　
來ら

空ら

ち
ゃ
ん	

9
・
9	

拓た
く

海み

さ
ん	

あ
け
ぼ
の

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う
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